
 

 

 

令和２年８月１９日 

 

於 教育委員会室 

 

 

 

 

 

 

令和２年８月 
 

 

 

大 和 市 教 育 委 員 会 定 例 会  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 和 市 教 育 委 員 会 
 

 



1 

令和２年８月大和市教育委員会定例会 

 

○令和２年８月１９日（水曜日） 

○出席委員（５名） 

 １番 教育長職務代理者   青 䕃 文 雄 

 ２番 委      員   小 松 俊 子 

 ３番 委      員   森 園 廣 子 

 ４番 委      員   前 田 良 行 

 ５番 教 育 長   柿 本 隆 夫 

 

○事務局出席者 

教 育 部 長 佐 藤 健 二 
文化スポーツ 

部 長 
井 東 明 彦 

教育総務課長 佐 藤 則 夫 学 校 教 育 課 長 溝 口 広 幸 

指 導 室 長 髙 井 文 子 教 育 研 究 所 長 中 村 美 紀 

図 書 ・ 学 び 

交 流 課 長 
柴 田   豊   

 

○書  記 

教 育 総 務 課 

政 策 調 整 

係 長 

山 田 智 之 

教 育 総 務 課 

政 策 調 整 係 

主 査 

杉 山 優 子 

 

○日  程 

 １ 開   会 

 ２ 会議時間の決定 

 ３ 会議録署名委員の決定 

 ４ 教育長の報告 

 ５ 議   事 

   日程第 １ （議案第３７号）令和元年度大和市教育費決算について 

   日程第 ２ （議案第３８号）令和２年度大和市教育費補正予算案について 

   日程第 ３ （議案第３９号）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検 

                 及び評価について 

   日程第 ４ （議案第４０号）物品購入契約の締結について 

   日程第 ５ （議案第４１号）物品購入契約の締結について 

   日程第 ６ （議案第４２号）物品購入契約の締結について 

   日程第 ７ （議案第４３号）工事請負契約の締結について 

   日程第 ８ （報告第 ４号）大和市教育委員会の職員の人事異動について 

   日程第 ９ （議案第４４号）物品購入契約の締結について 

 ６ そ の 他 

 ７ 閉   会 
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  開会 午前１０時００分 

○柿 本 

 教育長 

  ただいまから教育委員会８月定例会を開会いたします。 

 会議時間は正午までとします。 

 今回の署名委員は、４番、前田委員、１番、青䕃委員にお願いいたし

ます。 

 続きまして、私からの報告をさせていただきます。 

 初めに、前月定例会以降の動きですが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、例年実施されておりましたイベントや行事は中止となりま

した。教育委員会主催行事でありますＥｎｇｌｉｓｈ ｄａｙや夏のお

もしろ科学館も中止といたしました。 

 新型コロナウイルス感染防止に係る学校の対応ですが、授業日数確保

のため、今年度は夏休みを８月７日から８月１８日とし、昼食を提供し

ての平常授業としております。 

 市内学校関係者の感染状況は、７月末に市内教員１名の感染が確認さ

れ、当該の学校を３日間の臨時休業といたしました。校内での他の職員

や子どもへの感染はございませんでした。 

 児童・生徒に関しましては、現在までで３名の感染が報告されており

ますが、全員、家庭内での感染です。今後も情報を素早く整理し、対応

してまいりたいと考えております。 

 市議会第３回の日程をお伝えいたします。 

 本会議初日は８月２８日、最終日は９月２５日です。文教経済常任委

員会は９月２日に開催され、一般質問は９月１６日、１７日、１８日の

３日間の予定です。 

 最後に、次月定例会までの日程ですが、８月２７日に令和２年度第３

回大和市総合教育会議が開催されます。 

 私からは以上でございます。 

 ただいまの報告に関しまして、質疑、補足等ございましたら、委員の

皆様からお願いいたします。 

   （「ございません」の声あり） 

 よろしいですか。 

 ないようでしたら、ただいまの報告に対する質疑を終了させていただ

きます。 

   

◎議  事 
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○柿 本 

 教育長 

  それでは、議事に入ります。 

 日程第１、議案第３７号「令和元年度大和市教育費決算について」を

議題といたします。 

 細部説明を求めます。 

 佐藤教育総務課長。 

○佐 藤 

 教育総務 

 課 長 

  それでは、「令和元年度大和市教育費決算について」ご説明をさせて

いただきます。 

 令和元年度大和市教育費決算の報告に当たりましては、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく意見の申出につい

てご審議願いたく提案するものでございます。 

 令和元年度教育費決算書で説明をさせていただきます。 

 概要につきましては、歳入歳出でございますが、まず、歳出から説明

をさせていただきます。 

 恐れ入ります。１１ページをお開きください。 

 ここからが令和元年度教育費決算の歳出となります。１１ページ、教

育費の決算額につきましては、支出済額の教育費合計は８３億３，２４

８万９，４７０円でございました。また、翌年度繰越額は２億９，４２

２万３００円でございます。 

 執行残額は５億２，２０１万５０４円でございます。予算の執行率と

いたしましては、９１．１％でございました。また、翌年度繰越額を除

きます執行率につきましては、９４．１％となっております。 

 こちらの教育費決算額の内訳につきましては、まず１項教育総務費は

１４億６，０３１万６，５０２円、その下、第２項小学校費は３２億

５，２６１万７，２７０円、３項中学校費は６億５，２９３万７，２６

１円、４項社会教育費は１３億８，９５８万７，６７５円、５項保健体

育費は１５億７，７０３万７６２円でございます。 

 ページを１枚おめくりいただきまして、１２ページでございますが、

上段は一般会計決算、教育費決算の５か年の推移を折れ線グラフでそれ

ぞれお示ししたものでございます。 

 左側、一般会計につきましては、令和元年度は７６１億９，１００万

円ほどでございまして、前年度決算額と比較いたしますと２０億円ほど

増加してございます。 

 その右隣り、教育費につきましては、令和元年度は８３億３，２００

万円ほどでございます。前年度の決算額と比較いたしますと９億１，３

００万円ほど増加をしております。 

 続きまして、下段の教育費決算、項別の５か年の推移でございます。 
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 こちらにつきましては、先ほどご説明いたしました教育総務費、小学

校費、中学校費、社会教育費、保健体育費をそれぞれ項目別に５か年の

推移をお示ししたものでございます。 

 顕著なものといたしましては、グラフの薄い四角の小学校費でござい

ますが、こちらが約１４億円ほど増加、その一方で折れ線の三角のもの

でございますけれども、中学校費が約４億６，０００万円ほど減少とな

っております。 

 そして、１３ページには対前年度比の令和元年度の主な増減理由を１

から５までの項目別、事業別に増減内容を記載したものでございます。 

 増加した主なものといたしましては、２項小学校費の①と②、小学校

防音設備整備事業、北大和小学校増築事業。一方、減少した主なものと

いたしましては、３項中学校費の①と②、中学校防音設備整備事業、中

学校大規模改修事業でございます。 

 次に、ページをおめくりいただきまして、１４ページからは目的別の

決算額の内訳を前年度と比較した表となります。 

 左側のページに令和元年度、右側のページに平成３０年度の内訳をお

示ししております。 

 初めに、１項教育総務費でございます。令和元年度の決算額は１４億

６，０３１万６，５０２円、決算増減額はマイナス２，２６５万６，４

３５円、増減率は１．５％の減少となっております。 

 主な増額の項目といたしましては、３目教育研究費の決算額が４，２

０５万１，９０２円減少したものでございます。対前年度比は３９．

７％の減となっております。 

 内容について見てまいりますと、その下の主な事業のところをご覧い

ただきたいのですが、３項教育研究費でございますが、減少要因といた

しましては、右のページの平成３０年度の教育ネットワーク運用管理事

業のうち、５年に一度の教育ネットワークシステム構築委託及びその下

のプログラミング教育支援業務委託が完了したことによるものでござい

ます。 

 また、４目教育指導費につきましては、前年度比較で３６７万円ほど

減少しておりますが、内容といたしましては、指導図書等整備事業及び

教育用コンピューター整備事業のうち、中学校普通教室用プロジェクタ

ー等備品が増加した一方、前年度、右側のページを見ていただきます

と、英語教育推進事業のうち大和市英語教育推進委託や林間学習センタ

ー改修事業が完了したことで、全体としては３６７万円ほどの減少とな

りました。 
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 次に、１６、１７ページ、２項小学校費でございます。 

 令和元年度の決算額は３２億５，２６１万７，２７０円でございま

す。対前年度比１３億９，３０７万４６円の増加、増減率７４．９％の

増加となっております。 

 内訳といたしまして、その下の１目学校管理費につきましては、２，

００４万７８円の増加、増減率３．５％の増。 

 ２目教育振興費につきましては、１，９３８万４，９８１円の減少、

増減率は５．２％の減少。３目学校建設費につきましては１３億９，２

８６万４，９４９円の増加、増減率１５３．５％の増加となっておりま

す。 

 第１目学校管理費の増加要因といたしましては、施設修繕費及び施設

管理、業務等委託料が増加したものであり、主な要因といたしましては

老朽化した施設の修繕や施設維持管理業務委託などの事案が多かったも

のによるものでございます。 

 ２目教育振興費につきましては、小学校学用品等就学援助事業で、決

算額が２億７９万５，２１８円、前年度と比べ、１，２６３万円ほどの

減少となっております。就学援助事業につきましては、受給者数は２，

５０５人で前年度と比べまして２０９人の減少となっております。 

 次に、３目学校建設費の増加要因といたしましては、小学校大規模改

修工事では前年度と比べて７，７００万円ほどの減少、小学校防音設備

整備事業につきましては決算額１０億６，１１０万４，２９２円、前年

度と比べ７億６，３６３万６，９１７円増加しておりますが、要因とい

たしましては、大野原小学校の大規模改修工事２年目の工事費が大きか

ったことでございます。 

 また、北大和小学校増築事業につきましては、平成３０年度から工事

を開始いたしまして、事業費は９億４，６１６万３，５８２円となりま

して、前年度比６億９，５２５万５，１２０円の増加となりました。 

 続きまして、１８、１９ページをお開きください。 

 中学校費でございます。 

 令和元年度の決算額は６億５，２９３万７，２６１円でございまし

た。前年度と比べて４億６，４２２万５，４９９円の減少、増減率は４

１．６％の減少となっております。 

 この中学校費につきましては、２目教育振興費が減少、３目学校建設

費も大幅に減少しております。３目学校建設費の減少の主な要因といた

しましては、大規模改修事業の件数が少なかったことと防音設備整備事

業については工事案件がなく、工事案件に伴います設計業務委託のみで
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あったため、前年度と比較して大きく減少したものでございます。 

 続きまして、２０ページ、２１ページをお開きください。 

 ４項社会教育費でございます。決算額は１３億８，９５８万７，６７

５円で、前年度と比べまして７１３万４，４１４円の減少、増減率は

０．５％の減少となっております。 

 主な増減といたしましては、２目青少年育成費が前年度と比較して

６，０２４万２，８４８円増加しており、主な要因といたしましては旧

青少年センター解体事業が前年度と比較して、およそ６，５１７万円増

加したものでございます。 

 ３目公民館費は前年度と比べ５，８９６万６，０６０円の減少、増減

率１２．８％の減少となっております。これは前年度の学習センター施

設維持管理事務に係る経費が減少したものです。なお、現行の特別支援

教育センター、アンダンテの施設維持管理に係る経費は教育総務費で別

に計上してございます。 

 ４目図書館費の増加要因につきましては、渋谷図書館が令和元年度よ

り直営から指定管理となったため、指定管理料３，７８０万円が増加し

たものでございます。 

 以上が社会教育費についての説明でございます。 

 続きまして、２０ページ、２１ページをお開きください。 

 保健体育費でございます。 

 決算額は１５億７，７０３万７６２円、前年度と比べ１，４７２万

７，３５１円の増加、増減率は０．９％の増となっております。 

 主な決算の内容といたしましては、２目体育施設費が前年度と比較し

て５，０２０万１，２００円増加したものの、３目学校給食管理費が前

年度と比較して４，１８３万８，８０９円減少したものでございます。 

 ３目学校給食管理費の減少の主な要因といたしましては、学校給食施

設大規模改修事業において、前年度は中部及び南部の共同調理場の各種

改修工事が完了し、令和元年度は大規模改修工事がなかったことによる

ものでございます。 

 続きまして、歳入のご説明をさせていただきます。 

 資料の３ページにお戻りください。 

 こちらは令和元年度歳入決算総括表でございます。左側より最終予算

額、収入受入決定額、収入した額及び収入できなかった額を記載してお

ります。 

 収入できなかった額につきましては、恐れ入ります、左側の数字で申

し上げますと、１６－２－７教育費国庫補助金の４，１９７万２，００



7 

０円でございますが、工事費の実績を基に算出した結果、当初、補助申

請時の額より低くなったため、減が生じたものでございます。 

 それでは、４ページ以降、詳細の説明をさせていただきます。 

 ４ページをお開きください。 

 ４ページでございますが、１５－１－７教育使用料の主なものといた

しましては、１節学校使用料につきましては、調定額は１，２０１万

９，２７７円で、内容は学校施設使用料、学校開放での使用料、土地使

用料がございます。土地使用料の主なものは教職員の学校敷地内駐車利

用料金でございます。 

 次、２節中学校使用料につきましては、調定額は９３３万７，４３８

円で、内容は小学校と同様、学校施設使用料、学校開放の使用料、土地

使用料でございます。 

 その下、３節社会教育使用料につきましては、主に学習センターの使

用料でございます。 

 次に、１６－１－３教育費国庫負担金、１節小学校費負担金につきま

しては、北大和小学校増築工事の国庫負担金で２億５，９４６万９，０

００円でございます。 

 次に、１６－２－７教育費国庫補助金につきましては、調定額６億

２，２０２万５，８７２円でございます。主な内容といたしましては、

２節小学校費補助金では０１小学校防音事業関連維持費補助金として、

換気、温度保持、除湿に関わる電気、ガス料金が対象となっておりま

す。 

 その下の０５小学校防音事業補助金では、大野原小学校の大規模改修

工事、北大和小学校の増築工事が補助対象となっております。 

 次に、５ページの３節中学校費補助金では、０５中学校防音事業補助

金といたしまして鶴間中学校復旧防音大規模改修工事の設計業務委託が

補助対象となっております。 

 １つ飛びまして、５節学校施設環境改善交付金につきましては、小・

中学校の体育館や図書館等の施設や設備の改修工事が対象となっており

まして、小・中学校の各種改修事業に充当したものでございます。 

 次に、１７－２－７教育費県補助金につきましては、３，３６１万

２，０００円でございます。主なものといたしましては、１節教育総務

費補助金では小・中学校における寺子屋の実施に関わる補助金、２節小

学校費補助金及び３節中学校費補助金につきましては、被災児童・生徒

等就学支援事業費補助金といたしまして、東日本大震災に関わる被災者

についての補助金でございます。なお、支給の対象は小学校４名、中学
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校３名となっております。 

 ４節社会教育費補助金は、放課後子ども教室推進事業に関わる補助金

でございます。 

 恐れ入ります。７ページをお開きください。 

 ２２－５－１雑入でございますが、教育委員会所管分を太字でお示し

しておりますが、机等の処分の際に発生した鉄くず等有価物の売払い収

入、電話使用料、コピー等利用料、就学援助費返還金などを含んでござ

います。 

 最後に次ページ、８ページをお開きください。 

 ２３－１－７教育債につきましては、１５億１，８９０万円でござい

ます。１節小学校債、２節中学校債は、小・中学校の施設整備事業とし

て、４節保健体育債は、学校給食施設大規模改修事業と旧青少年センタ

ー解体事業のために借り入れたものでございます。 

 以上、令和元年度の教育決算の歳出及び歳入の説明でございました。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○柿 本 

 教育長 

  細部説明が終わりました。 

 質疑、ご意見等は歳入と歳出に分けてお願いいたします。 

 まず、歳出からでございますが、ページ数は１１ページから２３ペー

ジまでとなります。 

 質疑、ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

 いかがでしょうか。 

 それでは、続きまして、ほかにないようでしたら、歳入のほうに入り

たいと思います。 

 歳入につきましては、資料のページは３ページから８ページとなりま

す。 

 質疑、ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

 こちらもよろしいでしょうか。 

 ございませんようでしたら、質疑を終結させていただきます。 

 これより議案第３７号について採決いたします。 

 本件の原案について、ご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということで、議案第３７号は可決いたしました。 

 続いて、日程第２、議案第３８号「令和２年度大和市教育費補正予算

案について」を議題といたします。 

 細部説明を求めます。 

 佐藤教育総務課長。 
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○佐 藤 

 教育総務 

 課 長 

  議案第３８号「令和２年度大和市教育費補正予算案について」でござ

います。 

 令和２年度大和市教育費補正予算案に関する地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第２９条の規定に基づく意見の申出につきまして、ご

審議願いたく提案するものでございます。 

 令和２年度教育費８月補正予算（案）をご覧ください。 

 まず、歳出からご説明させていただきます。 

 １０款教育費、１項教育総務費、４目教育指導費の１７、ＧＩＧＡス

クール端末整備事業でございますが、児童・生徒１人１台端末を活用し

たオンライン学習の早期実現と授業での積極的な端末の利用を推進する

ため、ＩＣＴ支援員を配置するものであり、１，９１４万円の増額補正

をするものでございます。 

 その下、１８修学旅行の中止等に伴います支援業務でございますが、

新型コロナウイルスの感染拡大を受けまして、小・中学校の修学旅行、

キャンプ等を中止したことに伴いまして発生するキャンセル料を支払う

ための９８０万円を新規に補正するものでございます。 

 次に、歳入でございますが、今、ご説明申し上げました２つの事業に

対しまして、１６款国庫支出金、２項国庫補助金、８目新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当し、２事業で合計２，８９４

万円を増額補正するものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○柿 本 

 教育長 

  細部説明が終わりました。 

 ご意見等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 よろしいですか。 

 ございませんようでしたら、質疑を終結いたします。 

 これより議案第３８号について採決いたします。 

 本件の原案について、ご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということで、議案第３８号は可決いたしました。 

 ここで、暫時休憩といたします。 

 新型コロナウイルス感染症対策として、本議場内の説明員を必要の都

度、入れ替えさせていただきます。 

 それでは、暫時休憩に入ります。 
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             （休 憩） 

             （再 開） 

○柿 本 

 教育長 

  再開いたします。 

 次に、日程第３、議案第３９号「教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価について」を議題といたします。 

 まず、資料の総括部分１ページから８ページの総括について、細部説

明を求めます。 

 佐藤教育総務課長。 

○佐 藤 

 教育総務 

 課 長 

  議案第３９号「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価について」でございますが、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第２６条の規定に基づく教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価について、ご審議願いたくご提案するものでございます。 

 それでは、教育委員会の自己点検・評価報告書をご覧ください。 

 教育委員会の自己点検評価につきましては、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律に基づきまして実施をするものでございます。 

 点検・評価につきましては、最初に総括部分、後ほど大和市学校教育

基本計画に係る点検・評価、その次に大和市生涯学習推進計画に係る点

検、評価となっております。 

 １ページでございますが、冒頭の「はじめに」には、この点検、評価

が同法律により平成２０年４月から作成が義務づけられたこと、また、

平成２７年４月に法改正により抜本的に教育委員会の制度改正が行われ

たことなどの経過や趣旨を記載してございます。 

 次に、２ページでございますが、大和市教育目標と社会教育の基本目

標を記載してございます。 

 ３ページは、本市教育委員会が実施する自己点検・評価についてでご

ざいます。 

 ご説明に際しては各項目のポイントを述べさせていただきたいと思い

ます。まず、（１）でございますが、基本的な考え方です。教育委員会

自らが点検・評価によりチェックすることで、教育委員会の本来の機能

の強化と活性化、教育委員会の事業の充実に資するものであると考えて

おり、様々なご意見をいただき、事業を充実させていただきたいことを

述べてございます。 

 次に、（２）点検・評価の方法につきましては、教育委員会の事業は

体系図のとおり、大和市学校教育基本計画と大和市生涯学習推進計画の
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２つの計画に基づきまして実施しております。 

 大和市学校教育基本計画は４つの基本目標、大和市生涯学習推進計画

は３つの施策目標と各計画に定められたそれぞれの施策に向けての達成

度、課題等を検証することにより、大和市教育委員会の点検・評価とし

ています。 

 各計画では、成果を計る目安となる指標を設けて計画の進行管理を行

うこととしていることから、これらの指標の目標数値に対する令和元年

度の実績を踏まえ、評価を行ってまいります。 

 また、同法律では点検・評価を行うに当たっては学識経験者の知見の

活用を図るものとされております。本市におきましては教育委員会自ら

が行う点検・評価であるということから、客観性をより一層確保するた

め、点検・評価結果、内容について、外部の学識経験者と教育委員会委

員との意見交換の場を７月２７日と７月２９日に設けさせていただきま

した。それを受けまして、このたび８月教育委員会の定例会に審議に付

し、決定する方法を取ってございます。 

 このたび、学識経験者といたしましては大和市学校教育基本計画部分

については横浜国立大学の教育学部教授の加藤圭司先生に、生涯学習推

進計画につきましては八洲学園大学生涯学習科教授の浅井経子先生にお

願いをしたところでございます。 

 教育委員会の点検・評価書につきましては、先ほどの法律に基づきま

して、市議会９月定例会の初日に議員全員に配付するとともにホームペ

ージ上でも公開いたします。 

 ４ページにつきましては、各計画の施策体系を掲載しております。 

 次に、５ページからは大和市教育委員会教育長及び委員の活動内容の

報告でございますが、教育委員会の会議や学校訪問、大和市総合教育会

議と大和市教育大綱等について記載しております。 

 次に、６ページにつきましては、２の教育委員会教育長及び委員によ

る学校訪問等につきましては、訪問のテーマと実績について記載をして

おります。 

 ７ページ、３の教育総合会議と大和市教育大綱につきましては、令和

元年度中に総合教育会議を４回開催し、教育大綱を改定いたしました。

４のその他につきましては、参加した主な行事等に記載をしておりま

す。 

 以上、総括的な部分のご説明でございました。 

 よろしくお願いします。 

○柿 本   総括部分の説明が終わりました。 
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 教育長  １ページから８ページまでとなりますが、この部分につきまして、何

か質疑、ご意見ございましたらお願いいたします。 

   （「ございません」の声あり） 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして、学校教育基本計画部分に移りたいと思いま

す。 

 ９ページから９２ページまでになります。 

 細部説明を求めます。 

 佐藤教育総務課長。 

○佐 藤 

 教育総務 

 課 長 

  ９ページは、大和市学校教育基本計画の評価の基準についてでござい

ます。 

 基本目標の総合評価といたしましては、Ａ、Ｂ、Ｃとございます。Ａ

は期待を上回る結果、Ｂは期待された結果が表れている、Ｃは期待され

た結果が表れていないということで評価基準を定めております。 

 施策の方向の達成度につきましても、Ａは期待された結果を上回って

いると、Ｂは期待されたとおりの結果、Ｃは期待された結果を下回って

いるという基準で評価をいたします。 

 それでは、各基本目標のそれぞれの施策の方向について、教育委員会

の自己点検・評価の内容について説明をさせていただきます。 

 ２４ページをお開きください。 

 こちらは基本目標１からでございます。 

 「子ども一人一人の学びを保障し、確かな学力を育てます」。その

下、施策の方向１－１「基礎的、基本的な知識及び技能の習得と活用を

重視した教育を推進します」、目指す成果は「子どもは基礎基本が身に

ついている」でございます。 

 ２５ページの成果を計る主な指標をご覧ください。 

 こちらは、各学年の基礎的、基本的な学習内容の習得を計る振り返り

調査の通過率でございます。計画策定時、平成３０年、小学校６０．

３％、最終目標８０％に対し、令和元年実績は６８．４％で若干増加傾

向にございます。 

 その下、中学校でございますが、策定時５７．１％、最終目標値８

０％に対し、令和元年実績６２．８％で、こちらも増加傾向にございま

した。 

 お戻りいただきまして、主要な施策の成果でございますが、様々な事

業がこちらには掲げさせていただいております。 

 主なものといたしまして、小・中学校少人数指導等非常勤講師配置事
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業でございます。小学校３学年時の、中学校では第１学年時の１学期当

たりの児童・生徒数が３５人以上である学校に対しまして、少人数指導

等非常勤講師を配置することで児童・生徒一人一人の個性や特徴を把握

し、きめ細やかで丁寧な指導を行いました。 

 その下、学力向上対策推進事業でございます。小学校において全校児

童を対象に放課後の自学自習を支援する放課後寺子屋やまとを実施し、

基礎学力の向上を図りました。小学校においては夏季休業期間中におけ

る学力向上や学習習慣の定着を目的とした夏休み寺子屋やまとを実施

し、参加児童は延べ２万１，５６０人に上りました。 

 中学校においては全校生徒を対象に授業中及び放課後において学習支

援を行う中学校寺子屋やまとを実施いたしました。 

 教職員研修実施事業でございます。こちらにつきましても、各校の代

表者のみが参加する研修では校内での教員一人一人への周知が十分でな

いこと、若手教員の増加による経験不足などが課題であるため、全小・

中学校に対しまして教育委員会の指導主事が学校に出向いて行う訪問研

修を実施いたしました等々、様々な事業を実施してまいりました。 

 課題でございますけれども、２５ページの中段、学力向上対策推進事

業でございます。平成３１年度全国学力・学習状況調査の結果によりま

すと、小・中学校とも学力面では基礎基本の学力に改善傾向が見られま

すが、生活面では電子ゲームの使用時間が長いこと、学習面では話合い

において意見をまとめることなどに課題があるということが挙げられる

と考えております。 

 施策の達成度でございますが、学識経験者からは、寺子屋やまとのほ

か、学習理解度調査の実施や小中一貫教育への取組、非常勤講師の配置

など様々な取組を行っており評価できるとのご意見をいただいておりま

す。また、教育委員からは、放課後寺子屋やまとが定着し、開始時から

考えると充実してきた、あるいは基礎的学習の支援が進んでいる、最終

目標の達成も可能だと感じるとのご意見をいただきました。 

 したがいまして、学力の向上にはまだまだ改善余地はございますが、

この施策の達成度につきましてはＡとさせていただきたいと思います。 

 続きまして、２６ページ、施策の方向１－２でございます。 

 「主体的、対話的で深い学びの視点から学習過程を改善し、質の高い

学びを実現する取組を推進します」、目指す成果でございますが、「子

どもは主体的、対話的で深い学びを実現している」でございます。 

 ２８ページの成果を計る指標をご覧ください。 

 「図書館を使った調べる学習コンクール」の応募者数でございます。



14 

計画策定時６，９９２人でございました。最終目標値を７，３４０人に

してございますが、令和元年度実績７，０９７人ということで、約１０

０人ほど計画策定時より増加してございます。 

 ２６ページにお戻りいただきまして、主要な施策の成果でございま

す。学力向上対策推進事業、教育研究支援事業、そして教職員研修実施

事業では、指導主事による要請訪問や訪問研修を実施し、教育全般にわ

たる教職員の指導力向上を図りました。 

 今日的な教育課題に取り組むため、教職員の視野を広げる研修講座や

研究授業のほか提案授業の参観を組み入れた研修講座を開催し、その成

果を日々の学習や教育活動に反映いたしました。 

 その下、小・中学校図書館教育推進事業でございます。学校図書館が

主体的な学びを支える情報センターとしての役割を担えるよう学校図書

館の環境を整備し、全小・中学校において蔵書充足率１００％を継続い

たしました。 

 その下、英語教育推進事業では、小学校の全授業において担任とＡＬ

Ｔによるティーム・ティーチングを実施し、英語によるコミュニケーシ

ョン能力の向上を図りました。 

 その下、情報教育推進事業でございます。インターネットでオースト

ラリアの小学校とリアルタイムで交流を行い、異文化コミュニケーショ

ンをする機会を設けるなど、様々な事業を展開してまいりました。 

 ２７ページの今後の主な課題をご覧ください。 

 まず、学力向上対策推進事業でございますが、児童がより主体的かつ

対話的な経験ができるよう異なる学年の児童や地域住民との交流などの

触れ合いの機会を増やしていく必要があります。 

 ２つ下、小・中学校図書館教育推進事業でございます。主体的、対話

的で深い学びにつながる調べる学習の充実を一層推進する必要がありま

すということを課題に挙げてございます。 

 こちらにつきまして学識経験者の評価では、大和市のこれまでの取組

で目を引くのは学校図書館に関する事業だと思う。調べる学習コンクー

ルに応募する人数が増えていること、その前向きな姿勢は評価に値しま

すとのご意見をいただきました。 

 また、教育委員の皆様からも、指標で結果が出ており、施策の達成度

としては妥当と考える。Ａが妥当と考える。これからいかに具体的なも

のが出てくるか注視したいなどのご意見をいただきまして、課題もござ

いますが、こちらの施策の達成度もＡとさせていただきたいと考えま

す。 
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 続きまして、２９ページでございます。 

 施策の方向１－３「学習に対して困難を抱える子どもに適した教育を

推進します」、目指す成果は、「一人一人の子どもに適した教育を受け

ている」でございます。 

 同じように３０ページの成果を計る主な指標から説明をいたします。

大和市特別支援教育センターで扱った特別支援や発達に関する保護者や

学校からの延べ相談件数でございます。計画策定時２０１件、最終目標

値２６０件に対し、令和元年度実績１９８件で件数は若干減少してござ

います。 

 ページをお戻りいただきまして、２９ページになります。 

 主要な施策の成果でございます。事業といたしましては、２つ目、

小・中学校特別支援教育就学奨励事業、２つ下、特別支援教育推進事

業、児童・生徒一人一人が抱える教育的ニーズに応えるため、８７名の

特別支援教育ヘルパー、３６人の特別支援教育スクールアシスタントを

配置し、充実した支援体制を設けることにより、児童・生徒の困り感の

解消につなげました。 

 学校の要請に応じて、大和市特別支援教育巡回相談チームを派遣しま

した。 

 医療的ケアを必要とする児童に対し、５名の看護師を派遣することに

より、安全な学校生活が送れるよう配慮しました。 

 ２つ下の事業でございます。外国人児童生徒教育推進事業でございま

す。外国人児童・生徒及びその保護者に対し、日本語指導員による日本

語指導や教員と連携した教科支援、外国人児童生徒教育相談員派遣によ

る教育相談や通訳などを行うことにより、日本語の定着に向けた教育を

行いました。 

 ３０ページをお開きください。 

 こちらは今後の主な課題ということでございますが、２つ目、特別支

援教育推進事業、教育的ニーズのある児童・生徒が年々増加し、また一

人一人のニーズも複雑化しているため、今後も計画的な特別支援教育ス

クールアシスタント、特別支援教育ヘルパー及び派遣する看護師の増員

が必要となります。 

 ２つ下、外国人児童生徒教育推進事業でございます。日本語指導が必

要な児童・生徒が増加傾向にあり、外国人児童・生徒及びその保護者が

日本語を定着できるよう、より細やかな支援ができるよう体制の強化が

必要です。 

 その下、就学相談事業の２つ目でございますが、就学相談件数が年々



16 

増加件数にあるため、相談体制の強化が必要です等の課題がございまし

た。 

 こちらにつきましての評価でございますが、２９ページにお戻りいた

だきまして、学識経験者の方からは、特別支援教育についてはチーム学

校の姿勢を前面に示して進められていることは大いに評価できるとのご

意見をいただきました。また、教育委員の皆様からは、看護師派遣など

の取組はできているが、人員の足りていない現状もあるとのご意見をい

ただいております。 

 成果も上げているところでございますが、先ほど申し上げました課題

の多いことから一層の強化を求められるということで、こちらはＢとい

う評価をつけさせていただきたいと思います。 

 続きまして、３１ページ、施策の方向１－４でございます。 

 「今日的な教育課題に対応した授業に向けて研究・研修を深めま

す」。目指す成果、「教職員は今日的な諸課題に対応できている」でご

ざいます。 

 ３２ページ、成果を計る主な指標をご覧ください。 

 まず、上の指標でございます。今日的な課題に対応した研修講座で役

に立つと答えた教職員の割合、計画策定時９７％、最終目標１００％に

対し、元年度実績で９８．０％、若干増加傾向にございます。 

 その下の指標でございます。放課後の時間を使い、プログラミングに

ついて学ぶ放課後寺子屋プログラミング教室の参加者数でございます。

こちらも小中分けてございますが、これは計画策定時でございませんけ

れども、まず小学校においては最終目標値１万２，０００人に対し、令

和元年実績３，０５７人、中学校のほうですが、最終目標値５，０００

人に対し、２４７人でございます。 

 こちらは、成果指標に対する評価の欄、２段落目をご覧ください。 

 令和元年度に初めての実施となった放課後寺子屋プログラミング教室

の参加者数は学年により大きな差がありました。小学校低学年は募集人

数の２～３倍の申込みがあることも多く、毎回抽選を行っておりました

が、小学校高学年から中学校では定員割れも起きるなど想定を下回る結

果となりました。 

 理由といたしましては、塾や習い事に行く児童・生徒が多い、年間を

通じて実施の曜日が固定されているため、塾等の関係で参加したくても

できない、部活に入っている生徒は部活の時間が最優先となる。何がで

きるのか生徒に浸透していないなどが考えられます。できるだけ異なる

曜日に実施できるよう配慮するほか、参加者が作成したプログラミング
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作品を紹介する機会を設けるなどの工夫をいたしまして、参加者数が前

年度を上回るよう改善に取り組みたいと考えているところでございま

す。 

 ３１ページにお戻りいただきまして、主な施策の成果でございます。 

 最初の事業でございますが、教育研究支援事業、学習指導要領の改訂

により、教科化される小学校外国語科に対応するため、教育課程研究協

議会を開催し、小学校での外国語教育の指導力向上を図りました。 

 ２つ下、英語教育推進事業でございます。ＡＬＴ、ＡＥＴを派遣し、

ネイティブスピーカーと直接接する機会を設け、英語によるコミュニケ

ーション能力を向上させました。 

 今後の課題でございます。教職員研修実施事業につきましては、令和

２年度からの新学習指導要領に即した研修を積極的に設定する必要があ

ります。 

 教育用コンピュータ整備事業でございますが、ＧＩＧＡスクール構想

の実現に向けてＩＣＴ環境の整備をより一層強く推進する必要がありま

す等々、課題もございます。 

 こちらにつきまして、施策の達成度といたしまして学識経験者の方か

らは、今日的な課題をもう少し広く捉えたほうがいいとのご意見をいた

だいております。委員の皆様からも、放課後寺子屋やまとの浸透に時間

がかかったように、放課後寺子屋プログラミング教室もこれからだと思

う。教職員への要求があまりにも多くなっていると感じるなどのご意見

をいただきました。 

 施策の達成度といたしましては、具体的な課題を解消し、達成度を上

げていきたいと考えますが、達成度の評価としてはＣという形で評価を

させていただきました。 

 続きまして、３３ページをお開きください。 

 施策の方向１－５でございます。「学びを支える教育環境整備を進め

ます」。目指す成果、「子どもは教育環境が整った中で学ぶことができ

ている」でございます。 

 ３５ページをお開きください。 

 成果を計る主な指標でございますが、児童・生徒用ＰＣ１台当たりの

児童・生徒数でございます。計画策定時７．２人、最終目標７人、令和

元年度６．７人となってございます。こちらの指標は、計画策定時には

こういった指標を用いましたけれども、先ほど申し上げましたＧＩＧＡ

スクール構想に基づきまして、ある程度、この辺の指標は変える必要が

あることを考えてございますが、実績としてはこのような感じになって
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ございます。 

 ３３ページにお戻りいただきまして、主な施策の成果でございます。 

 事業で申し上げます。小・中学校備品整備事業、大和市学校教育基本

計画進行管理事業、小・中学校管理事務、通学区域設定・変更事業、奨

学金給付事業、小・中学校学用品等就学援助事業。 

 ３つ下、小・中学校医療費等就学援助事業でございますが、保護者の

経済的負担の軽減を図るため、学校で行われる健康診断等において特定

の疾病について治療が必要と判断された２２７人の児童と２１１人の生

徒に対し、医療費を補助したものでございます。 

 その下、学校給食費助成事業、保護者の経済的負担の軽減を図るた

め、第３子以降の子どもに係る学校給食費の助成を行うなどの事業を実

施したところでございます。 

施策の達成度でございます。加藤先生からは、事務事業の数が多い施

策の方向だが、注目はＧＩＧＡスクール構想、ネットワーク整備である

というようなご意見がありました。委員の皆様からも、十分とはいえな

いが、よくやっているとは思うなどのお言葉をいただきました。 

 ということで、施策の方向につきましてはＡとさせていただきたいと

思います。 

 続きまして、３６ページをお開きください。 

 施策の方向の１－１から１－５までそれぞれ評価をさせていただきま

したが、基本目標１の総合評価でございます。 

 １－１についてはＡ、１－２についてはＡ、１－３がＢ、１－４が

Ｃ、１－５がＡでございましたが、学識経験者の方からは多くの取組が

できている、ダイバーシティ、ＩＣＴは今後考えるべき視点であるとの

ご意見をいただきまして、こちらにつきましては総合評価Ｂということ

にさせていただきたいと思います。 

 続きまして、基本目標２に移らせていただきます。４３ページをお開

きください。 

 こちらからは基本目標２でございます。「様々な体験を通し、豊かな

感性を育みます」。施策の方向２－１、「想像力を豊かにする読書活動

を推進します」。目指す成果、「子どもは進んで楽しんで本を読んでい

る」でございます。 

 ４４ページの指標からご説明いたしますと、２つの指標がございます

が、１か月間の平均読書の冊数は、令和元年度実績といたしましては、

計画策定時には小・中学校とも増加傾向にございます。その下、読書が

好きと答えた児童・生徒の割合でございますが、小学校については策定
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時８５．６％に対し、実績は８４．１％ですので若干減少してございま

すが、中学校につきましては７３．３％から７４．６％と若干増加傾向

にございます。 

 お戻りいただきまして、４３ページ、主要な施策の成果でございます

が、小・中学校図書館教育推進事業で先ほど来ご説明申し上げましたよ

うにかなり充実を図っているということでございまして、学識経験者の

方からは、大和市では読書によって完成の育成を目指して学校図書館の

センター化の狙いは注目すべき点であるとのご意見をいただき、委員の

皆様からも、本に興味を持たせる学校図書の取組は評価できる、子ども

たちが行きたくなる学校図書館になっている、蔵書の新鮮さも引き続き

重視すべきであるとのご意見をいただきました。 

 着実に成果を上げているという評価から、施策の達成度はＡとさせて

いただきたいと思います。 

 続きまして、４５ページ、施策の方向２－２、「感受性を育て、表現

する力を養う教育を推進します」。目指す成果、「子どもは歓声が豊か

になっている」でございます。 

 ４６ページの指標でございますが、美術館等で対話による美術鑑賞を

行った児童が美術作品に興味を持った割合ということで、策定時８０．

６％、最終目標値８５．６％に対し、令和元年実績８２．０％とこちら

も増加傾向にございます。 

 １ページお戻りいただきまして、主要な施策の成果でございますが、

それぞれ事業で申し上げますと、学校教育食育推進事業、小・中学校行

事等支援事業などの事業を実施してございました。 

 課題といたしましては、小・中学校行事等支援事業につきましては、

人や自然、文化との触れ合いが減少傾向にある児童・生徒に対し、引き

続き実体験を通じて自ら学ぶ能力を養う機会を提供することが必要です

とさせていただきました。 

 学識経験者の方からは、行事等の取組は行っているが、成果が表れに

くい施策の方向だと思う、子どもたちの育ちに目を向ける必要がある等

の意見をいただきました。委員の皆様からも、よい芸術を積極的に見て

もらい、子どもたちに感じてもらいたいなどのご意見をいただきまし

た。 

 こちらの施策の達成度につきましては、Ａ評価とさせていただきたい

と考えております。 

 続きまして、４７ページ、施策の方向２－３でございます。 

 「様々な体験学習の機会を提供します」。目指す成果は、「子どもは
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様々な体験をして経験値を増やしている」でございます。 

 こちらの４８ページの成果を計る主な指標でございますが、職場体験

受入れ一事業者当たりの中学生の人数ということで、策定時１０名、最

終目標１０名に対し、元年度実績３．１名でございますが、この結果は

多くの事業者に協力を得られた結果、子どもたちが少なく集中して職場

体験できるということになってございますので、成果を上げているとい

うようにとれるかと思います。 

 ４７ページにお戻りいただきまして、主要な施策の成果でございます

が、小・中学校行事等支援事業、それから中学校部活動等支援事業、理

科・環境教育に関する調査研究・研修事業等々、様々な事業を実施して

ございました。 

 こちらにつきまして、学識経験者の方からは、職場体験についての指

標を設けることは新学習指導要領の考え方に合致する、学校でキャリア

教育を推進し、学校での学びが社会につながると伝えることが重要であ

るとのご意見をいただき、委員の皆様からも、以前は学校が準備した職

場体験に行くだけだったが、数年前から子どもたち自ら受入れ先を探す

ようになった、これからも継続してもらいたいなどの意見をいただきま

した。 

 課題も幾つかございますけれども、こちらの施策の達成度につきまし

てもＡとさせていただきたいと思います。 

 以上、基本目標２の３つの施策の方向でございますが、４９ページの

総合評価でございます。こちらにつきましてもそれぞれの施策の方向の

達成度の評価がＡでございましたので、総合評価につきましてもＡとさ

せていただきたいと思います。 

 続きまして、６１ページをお開きください。 

 こちらからは基本目標の３になります。「安全・安心な環境を整え、

健康な心身を育てます」。 

 施策の方向３－１、「心身ともに健康に生活を送るための、健康教育

を推進します」。目指す成果、「子どもは心も体も健康に過ごしてい

る」でございます。 

 こちらにつきましても６２、６３ページの成果を計る主な指標をご覧

いただきたいのですが、まず６２ページで自分にはよいところがあると

思うと答えた児童・生徒の割合が小・中学校とも計画策定時よりも増加

傾向にございます。 

 ６３ページの指標でございます。運動することはあなたの健康のため

にどれくらい大切だと考えますかに大切であると答えた児童・生徒の割
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合ですが、こちらにつきましても計画策定時よりも小・中学校とも率と

いたしましては増加傾向にございます。 

 お戻りいただきまして、６１ページでございます。 

 こちらにつきましても、様々な事業を実施してございます。主要な施

策の成果、一番上の就学時健康診断事業から始まりまして、中段、中学

校部活動等支援事業、その下、いじめ等対策事業、青少年相談・街頭補

導事業等を実施してございます。 

 達成度の評価といたしまして、学識経験者からは、部活動の手当など

課題となっているところには目を向けられている、指標については子ど

もたちがいつ、どう思うようになったのか、理由やきっかけが分かると

客観性が高まると思うなどのご意見をいただきまして、こちらも様々な

取組を行い、成果を上げていることから、施策の達成度といたしまして

はＡとさせていただきたいと思います。 

 続きまして、６４ページでございます。 

 施策の方向３－２、「健康な心身のための食育を推進します」。目指

す成果は「子どもは食事を大切にしている」でございます。 

 ６６ページの成果を計る主な指標でございますが、食事をしっかりと

ることはあなたの健康のためにどれぐらい大切と考えますか、に大切で

あると答えた児童・生徒の割合でございますが、こちらにつきましても

計画策定時より小・中学校とも率といたしましては増加傾向になってご

ざいます。 

 お戻りいただきまして、６４ページからの主要な施策の成果でござい

ますが、こちらにつきましても様々な事業に取り組んだところでござい

ます。 

 評価でございますけれども、学識経験者の方からは、以前は学校給食

展を中心に食育の推進を強化したが、給食全体の事務事業を取り上げて

いる、食育への取組がもっと広く伝えられる努力が求められる等のご意

見をいただきました。 

 課題もございますが、施策の達成度といたしましては、指標の率も伸

びていることもございますのでＡとさせていただきたいと思います。 

 続きまして、６７ページになります。 

 施策の方向３－３、「命を守る安全教育を推進します」。目指す成

果、「子どもは自分の身を守ることができる」でございます。 

 ６８ページの成果を計る主な指標において、市内の小・中学生の交通

事故の件数でございますが、策定時７３件に対し、令和元年実績６８件

で若干減少してございます。 
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 ６７ページにお戻りいただきまして、主要な施策の成果でございます

が、児童生徒安全対策事業、こちらでは学校ＰＳメール、それから防災

マニュアルの作成等々の記載をさせていただいております。また、大和

市子ども見守り活動協議会を設立いたしまして、組織横断的な情報共

有、それから見守り活動の実行を支援してございます。 

 その下、小学校地域教育力活用推進事業、情報教育推進事業等々、記

載の様々な事業を実施したところでございます。 

 こちらにつきましては、学識経験者の方からは、ＰＳメールの登録率

は評価できる、見守り隊については協議会を設立するなどの手だてがと

られている。委員の皆様からも、学校防災マニュアルの作成に注目して

いる、今では以前のものでは通用しなくなっているのでここで大きく変

更できたことはよかったと思う。また、ＰＳメールの件数は主要な施策

の成果として記載すべきである等々のご意見を頂戴いたしました。 

 様々な取組を効果的に実施しております。課題もございますが、施策

の達成度をＢとさせていただきたいと思います。 

 次に、６９ページでございます。 

 施策の方向３－４、「安全安心で、子どもが落ち着いて学べる学校の

環境づくりを進めます」。目指す成果、「子どもが落ち着いて学べる学

校の環境が整っている」でございます。 

 ７１ページ、指標といたしまして、修繕必要施設の改善割合でござい

ますが、策定時よりも若干下がってございますが、老朽化した施設につ

いても合理的な施設の修繕、改善に努めるものでございます。 

 ６９ページにお戻りいただきまして、こちらは小・中学校の大規模改

修事業等々、施設の維持管理、修繕等の内容を記載してございます。 

 学識経験者の先生からは、学校施設の維持管理費については改修時期

の重複が話題になる、臨機応変な見直しがある程度は必要だと考えると

のご意見をいただいております。 

 補修要望等、年々増加してございますが、少しずつではございます

が、着実に改善がなされているということもございますので、施策の達

成度はＢとさせていただきたいと思います。 

 ７２ページになります。 

 基本目標の総合評価でございますが、先ほどの３－１についてＡ、３

－２がＡ、３－３がＢ、３－４がＢということで、こちらの基本目標３

の総合評価につきましてはＢとさせていただきたいと考えます。 

 最後に、８２ページになります。 

 基本目標の４でございます。「多様性を尊重し、他者と共に生きる社
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会性を育てます」。施策目標４－１、「いじめのない学校生活に向けた

取組を進めます」。目指す成果、「学校はいじめのない学校・学級が実

現できている」でございます。 

 こちらにつきましても８４ページに成果を計る指標ということで、い

じめの解消率、そして学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしか

ったことがあると答えた児童・生徒の割合ということで示させていただ

いております。 

 いじめの解消率につきましては策定時より若干減少しておりますが、

みんなで協力して何かを成し遂げ、うれしかったということにおきまし

ては小学校が若干伸びております。 

 お戻りいただきまして、８２ページ、こちらにも記載の様々な事業を

実施したところでございます。学識経験者の方からはＳＴＯＰｉｔの登

録率はまだ十分ではなく、これからであるとのご意見をいただきまし

た。 

 様々な課題がございますが、このような取組を実施していることか

ら、こちらの施策の達成度をＢとさせていただければと思います。 

 続きまして、８５ページになります。 

 施策目標４－２、「不登校のない、誰もが通いたくなる学校づくりを

目指します」。目指す成果、「学校は不登校のない学校・学級が実現で

きている」でございます。 

 こちらにつきましても、ちょっと分量が多いので指標のご説明は省か

せていただきますが、８５ページの主な施策の成果を見ていただきます

と、記載のとおり、いじめ等対策事業、不登校児童生徒援助事業という

ことで、幅広く子どもたちが不登校のない、誰もが通いたくなるような

学校づくりということで事業を展開してございますが、先生からは、新

型コロナウイルス感染症対策でリモートが注目されているが、不登校対

策でリモートが活用できるという話もある、臨床心理士から画面越しで

のコミュニケーションだからこそ効果が出るというような可能性がある

と聞いております。委員の皆様からも、リモートの活用による不登校対

策は現在、具体的に検討すべき課題と考えるとのご意見をいただきまし

て、どちらも様々な事業を実施しておりますが、引き続き強化が必要な

ことから施策の達成度をＢとさせていただきたいと思います。 

 続きまして、８８ページになります。 

 施策の目標４－３、「社会性を育む道徳教育を推進します」。目指す

成果、「子どもは社会性が身についている」でございます。 

 右のページの成果を計る主な指標でございますが、「道徳の時間では
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自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動を取り

組んでいたと思うと答えた児童・生徒の割合」も、計画策定時よりも

小・中学校とも増加傾向にございます。 

 左のページ、主要な施策の成果でございますが、こちらにも記載のと

おり、様々な事業を実施してございます。委員の皆様からは、以前と比

べて道徳教育が進められていると思う、指標の実績値は評価できるなど

のご意見をいただき、様々な事業展開を行っていることから、施策の達

成度についてはＡとさせていただきたいと思います。 

 ９０ページの施策の方向４－４でございます。 

 こちらにつきましても、主要な施策の成果、様々な事業を実施してご

ざいます。学識経験者の方からは、外とのつながりや主体的、対話的な

活動を大切にする中で、ゲストティーチャーは大人の目線から見たベク

トルであって、子どもたちの問題意識や負担率を重要視する考え方にシ

フトする時期が来ているのかもしれないと考えるとのご意見をいただき

ました。 

 これまでよりもやはり一歩踏み込んだ施策も必要とのご意見も多いこ

とから、施策の達成度をＢとさせていただければと思います。 

 最後に、９２ページでございます。 

 基本目標４の総合評価でございますが、先ほど申し上げました４－１

がＢ、４－２がＢ、４－３がＡ，４－４がＢということでございますの

で、総合評価といたしましてはＢとさせていただければと考えておりま

す。 

 学校教育分野については以上でございます。 

○柿 本 

 教育長 

  学校教育基本計画分野についての細部説明が終わりました。 

 基本目標ごとに確認をさせていただきながら、ご意見をいただきたい

と思います。 

 まず、基本目標１についての自己点検評価でございますが、２４ペー

ジから３６ページまででございます。３６ページに基本目標１の全体に

対する総合評価がＢということで記してございます。 

 この基本目標１について何か質疑、ご意見等ございましたら、お願い

いたします。 

 よろしいでしょうか。 

○青 䕃 

 委 員 

  前回、学識経験者の先生と教育委員がつぶさに検討を重ねまして、こ

ういう評価を得たわけでございますので、よろしいかと思います。 

○柿 本 

 教育長 

  よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 
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 それでは、次、基本目標２のほうでございます。 

 基本目標２のほうを確認させていただきますが、４３ページから４９

ページまででございます。 

 ４９ページに総合評価Ａということで記載されておりますが、これも

よろしいでしょうか。 

○青 䕃 

 委 員 

  いずれもよろしいかと思います。 

○柿 本 

 教育長 

  はい、ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、基本目標３に移らせていただきます。 

 ６１ページから７２ページまででございます。 

 ７２ページに基本目標３につきましては、総合評価Ｂということでご

確認いただけますでしょうか。 

○青 䕃 

 委 員 

  はい。 

 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 それでは、最後に基本目標４のほうを確認させていただきます。 

 ８２ページから９２ページに記載されてございますが、９２ページに

基本目標４の総合評価はＢということで確認させていただきたいと。 

○青 䕃 

 委 員 

  はい、いずれも結構だと思います。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 それでは、学校教育基本計画分野については質疑は終結をさせていた

だきます。 

 続きまして、９３ページから１２５ページまでの生涯学習推進計画分

野について、細部説明を求めます。 

 柴田図書・学び交流課長、お願いします。 

○柴 田 

 図書・ 

 学び交流 

 課 長 

  生涯学習推進計画、昨年度から正式名称は皆さん、お手元にあります

とおり、健康都市やまとＭＡＮＡＢＩ計画に変わっておりますけれど

も、この部分の点検評価につきまして、９３ページをご覧いただきたい

と思います。 

 先ほどの学校教育基本計画の分野と同様に、この９３ページにござい

ます基準に基づきまして、個別目標ごとに、下の部分ですけれども、達

成度を評価しまして、その結果を基に、矢印が上を向いておりますが、

施策目標ごとに総合評価をするという、全体の仕組みはそのようになっ

ております。 

 まず、全般的なこと、最初でございますけれども、全施策を通じてい
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えることといたしまして、新型コロナウイルスの感染拡大の影響という

ものが避けられず、ございます。 

 計画の中で指標に使用したりもしております施設の開館日数ですと

か、講座の開催回数等はコロナの影響で数値が変わる結果となっており

まして、そのあたりのことに鑑みた評価を学識の先生及び委員の皆様に

はしていただきました。また、委員の皆様からは、これからはコロナ

後、アフターコロナへの対応が非常に重要になってくるだろうというご

指摘もいただいたところでございます。 

 もう１点、全般に言えることがございまして、健康都市やまとＭＡＮ

ＡＢＩ計画における活動や成果の指標、それぞれ出てまいりますけれど

も、この目標値が全体的に低過ぎるのではないかと学識の先生からご指

摘をいただいた部分がございました。５年後の最終目標値に初年度で既

に達しているものが多くなってしまっておりまして、これは一度定めて

おります計画ですので、なかなか後から数値変更というのは簡単ではご

ざいませんけれども、対応を検討したいと考えているところでございま

す。 

 それでは、報告書案の内容に戻らせていただきますけれども、この健

康都市やまとＭＡＮＡＢＩ計画では大きく施策目標が３つございまし

て、それぞれ５つないし３つの個別目標がぶら下がる形でございます。 

 ９４ページをご覧いただけますでしょうか。 

 ３つある施策の中の１つ目でございます。「誰もがいつでも気軽に学

習できる場を提供します」ということで、これに関する掲載箇所、この

１つ目の施策目標につきましては９４ページから１１０ページになって

おります。 

 この１つ目の施策目標には、個別目標が５つぶら下がっているわけで

ございますけれども、その１つ目、９４ページ、「市民一人一人にとっ

ての居場所の提供でございます」。 

 この個別目標ごとに施策の内容ですとか各指標が掲載されてございま

すけれども、そのあたりも協議会等でご説明させていただいたことと多

く重なりますので割愛させていただきながら、報告書案の説明をさせて

いただきたいと思います。 

 この個別目標１の居場所という考え方につきましては、学識の先生に

も委員の皆様にもその大事さですとか、ユニークさをご評価いただきま

して、特に健康都市大学の試みにつきましては非常に高い評価をいただ

いたところでございます。 

 そして、コロナの影響を受けつつも全体に市民の学びの場や機会がよ
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く提供され、機会を上回る結果を出しているとご判断いただきましたの

で、９７ページにございますように、この個別目標の達成度はＡとさせ

ていただいております。 

 ９８ページをご覧ください。 

 個別目標の２つ目でございます。「生涯各期に合わせた学習機会の提

供」です。指標につきましてはおおむね良好の数値となっておりますけ

れども、学識の先生からは講座の参加者からアンケート等で寄せられた

声に対するよい評価をいただいたりもしました。 

 委員の皆様からは、コロナ禍での対応に課題をいただいたほか、青少

年期を対象とした講座の伸び悩みというこの点をご指摘いただいたりし

ましたけれども、全体的に見ますと目標はおおむね達せられたと判断い

たしまして、１０２ページになりますけれども、この個別目標はＢ評価

とさせていただいております。 

 １０３ページをご覧いただけますでしょうか。 

 個別目標の３つ目です。「市民のニーズや現代的課題に合わせた学習

機会の提供」でございます。成果指標の数値は高く、学識の先生から

も、講座内容のユニークさなど評価いただいたところでございます。ア

ンケート結果での参加者の満足度が非常に高く、委員の皆様からは取り

上げる現代的課題のテーマのほかの分野への広がりを期待するご意見等

をいただきました。 

 この個別目標につきましては１０４ページにありますようにＡ評価と

させていただいております。 

 続きまして、１０５ページをご覧ください。 

 個別目標の４つ目でございます。「スポーツや健康に関する学習機会

の提供」ということで、実際に目指す姿にもありますような健康を願っ

ている人が増えているのかというのを計るのは難しいということのご指

摘もいただきましたが、指標においては数字的になかなか結果を伸ばせ

ていないものがございました。 

 しかし、委員の皆様からはトップスポーツ観戦デーにおける新たな種

目の開拓を初めとしまして、そういう新たな仕掛けづくり、ここに力を

入れたことなどをご評価いただきまして、機会の提供という点では目標

をおおむね達成できているのではということで、１０７ページにござい

ますようにＢ評価としております。 

 １０８ページをご覧ください。 

 個別目標の５つ目でございます。「芸術・文化・歴史に関する学習機

会の提供」でございます。成果指標の数値はあまり芳しいものではござ
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いませんでしたが、学識の先生からは現在、文化財等を扱った講座は実

施しているだけでも貴重だという点をご評価いただきまして、また、委

員の皆様からも、施設で講座を知らない人に対する積極的な情報提供、

情報発信を期待するご意見をいただいたりしました。 

 新型コロナの影響がありまして、人が集うというスタイルから情報等

を発信するというスタイルに注力していけばよいのではというようなご

提案もいただきました。期待値を込めてということで、１０９ページに

ありますとおりＢ評価とさせていただいております。 

 以上、施策目標１、「誰もがいつでも気軽に学習できる場を提供しま

す」の５つの個別目標の達成度につきましては、それぞれＡ、Ｂ、Ａ、

Ｂ、Ｂということで、施策目標１の総合評価につきましては、１１０ペ

ージのとおりＢ評価とさせていただいております。 

 続きまして、１１１ページをご覧ください。 

 １１８ページまでが施策目標の２つ目、「学習を通じて人と人とのつ

ながり、交流の輪を広げます」という部分でございます。 

 この施策目標２には３つの個別目標がございますけれども、１つ目は

１１１ページの「情報提供や学習相談による支援」でございます。 

 委員の皆様からは、引き続き情報提供等を実施するに当たっては情報

機器に不慣れな方たちもいらっしゃるということで、そういう方たちへ

の配慮を希望するご意見等をいただきました。 

 指標はおおむね高い数値を示しておりますので、１１３ページにあり

ますとおりＡ評価とさせていただいております。 

 １１４ページをご覧ください。 

 個別目標の２つ目でございます。「人材や団体の育成と活用に関する

支援」でございます。 

 学識の先生からは、健康都市大学の試みなどはまさに目指す姿にあり

ます市民同士で教え、学び合うシステムなどと、そういうような評価を

いただいたりもしました。 

 学習団体の育成などはとても難しいとされながらも指標は高い数値を

示しておりまして、１１５ページにありますとおり、この目標はＡ評価

とさせていただいております。 

 続きまして、１１６ページをご覧ください。 

 個別目標の３つ目でございます。「学習による市民相互の交流への支

援」でございます。 

 学識の先生からはほかの目標ではよい成果を上げていながら、このよ

うに地域のコミュニティづくりという段になりますと、なかなかうまく
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いかなくなるという、この辺が本市の特徴としてご指摘をいただきまし

た。委員の皆様からは、コロナ禍の中で市民の側も失われた成果発表の

場を求めているのではないかと、そういう場面も実際に見られるという

ことで、逆にそういうところを生かした事業展開ができるのではないか

というヒントをいただいたところでございます。 

 指標的にも多くの指標で数値がなかなか低い結果となっております。

１１７ページにありますとおり、ここはＣ評価ということでさせていた

だいております。 

 以上、施策目標の２、「人材や団体の育成と活用に関する支援」の３

つの個別目標の達成度でございますけれども、それぞれＡ、Ａ、Ｃとい

うことで、施策目標２の総合評価につきましては１１８ページのとおり

Ｂ評価とさせていただいております。 

 続きまして、１１９ページをご覧ください。 

 １２５ページまでが施策目標の最後です。３つ目、施策目標３、「学

習のための環境や仕組みの充実を図ります」でございます。 

 施策目標３には３つの個別目標がございますけれども、１つ目が１１

９ページにございます「学習施設の適切な維持管理・機能の充実」で

す。 

 指標的にはまずまずの数値となっておりますが、シリウスやポラリス

など学習施設の整備が今、もう一通り、一応済んだといいますか、その

ような状況の中では、今後は運営面が課題になってくるだろうと。委員

の皆様からは利用者アンケートでの満足度が高めの数値であっても、残

りのそうではないという方の声に耳を傾ける重要性などをご指摘いただ

いたところでございます。 

 ここは１２０ページにありますとおりＢ評価とさせていただいており

ます。 

 次に、１２１ページをご覧ください。 

 個別目標の２つ目、「支援・推進体制の充実」でございます。 

 指標的には数値の低いものではございませんけれども、どこでも講座

など、もっと周知等を普及すべきではとの意見を皆様よりいただきまし

た。 

 社会教育委員会議が自ら家庭教育支援事業を実施するなど、そのあた

りは好評を得たこともありまして、この部分につきましては１２２ペー

ジのとおりＢ評価とさせていただいております。 

 １２３ページをご覧ください。 

 個別目標の３つ目、「関係機関との連携推進」でございます。 
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 成果指標においては、ボランティア講師の利用件数の少なさが目立ち

まして、学識の先生からはもう少し、そのあたり、周知などで工夫をと

のご意見をいただいたほか、委員の皆様からも地域に実際に目を向ける

と、講師的なことを自分で、自宅等で行っている方も多く見られると。

そのような市民の方たちをどう取り込んでいけるかというご指摘。 

 それと、草履作りというようなテーマが果たして時代に即しているも

のなのかという、主に事務局側に対するご提案をいただきました。 

 それらのことも踏まえまして、１２４ページにありますとおり、ここ

はＣ評価とさせていただいております。 

 以上、施策目標３、「学習のための環境や仕組みの充実を図ります」

の３つの個別目標の達成度はそれぞれＢ、Ｂ、Ｃということになりまし

て、施策目標３の総合評価につきましては、１２５ページにありますと

おりＢ評価とさせていただきました。 

 結果的に、大きく３つの施策目標に対するそれぞれの総合評価は全て

Ｂという結果になっております。 

 健康都市やまとＭＡＮＡＢＩ計画、生涯学習推進計画部門としての細

部説明は以上でございます。 

 ありがとうございました。 

○柿 本 

 教育長 

  細部説明が終わりましたので、学校教育基本計画分野と同様に施策目

標ごとに確認だけさせていただきたいと思います。 

 まず、施策目標１についての自己点検評価は９４ページから１１０ペ

ージまででございます。１１０ページにございますように、そこの総合

評価、施策目標１に関しましてはＢということになっております。 

 この点につきましてはいかがでしょうか。 

○青 䕃 

 委 員 

  いずれも先生と細部にわたって教育委員が全部詰めて、変わったとこ

ろだけご説明ください。 

 あと、委員がこう言って、これでしましょうというところは結構です

から、変わったところだけご説明いただいて、二重の説明は要りませ

ん。全部、これはもう先生と膝を交えて、我々が全部評価してあるわけ

ですので、どうぞこのままでいいと思います。いかがでしょうか。 

○柿 本 

 教育長 

  では、施策目標２もＢ、施策目標３もＢということでご確認いただく

ということでよろしいでしょうか。 

○青 䕃 

 委 員 

  結構です。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 それでは、自己点検評価の全体につきまして、何かご意見等ございま
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したらお願いいたします。 

 よろしいですか。 

 ないようでしたら、質疑を終結いたします。 

 これより議案第３９号について採決いたします。 

 本件の原案につきまして、ご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということで、議案第３９号は可決いたしました。 

 暫時休憩といたします。 

 説明員の入替えをお願いします。 

   

             （休 憩） 

             （再 開） 

○柿 本 

 教育長 

  それでは、再開いたします。 

 次に、日程第４、議案第４０号「物品購入契約の締結について」を議

題といたします。 

 細部説明を求めます。 

 柴田図書・学び交流課長。 

○柴 田 

 図書・ 

 学び交流 

 課 長 

  議案第４０号「物品購入契約の締結について」をご覧ください。 

 物品購入契約の締結に当たり、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第２９条の規定に基づく市長への意見の申出につきまして、議会に

提案させていただく契約の内容についてご説明させていただきたいと思

います。 

 この物品購入契約は、市内在住のゼロ歳から１８歳の市民お一人ずつ

に配布する図書カードを購入するものでございます。 

 この図書カード配布は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため外

出を自粛している子どもたちの読書活動を支援、推進していこうという

事業でございまして、費用の全額を新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金で賄うものでございます。 

 契約の内容でございますけれども、契約方法は条件付一般競争入札、

契約の相手方は井上鋼材株式会社ブックポート大和店でございます。契

約金額は１億７，５１８万７，２５０円、納入場所は大和市役所でござ

います。 

 ゼロ歳から１８歳の市民は今月末の想定でございますけれども、約３

万６，７５０人となっておりまして、その皆さんに来月末頃に郵送予定

のスケジュールを現在組んでいるところでございます。 
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 説明は以上でございます。 

○柿 本 

 教育長 

  細部説明が終わりました。 

 質疑、ご意見等。 

 青䕃委員。 

○青 䕃 

 委 員 

  可及的速やかに遅れないように、なおかつ配布のときに二重になった

り、国がやるような不手際がないようになさっていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 他にご意見はございますか。 

 よろしいでしょうか。 

 ほかにございませんようでしたら、質疑を終結いたします。 

 これより、議案第４０号について採決いたします。 

 本件の原案についてご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということで、議案第４０号を可決いたしました。 

 説明員の入替えのため、暫時休憩といたします。 

   

             （休 憩） 

             （再 開） 

○柿 本 

 教育長 

  それでは、再開いたします。 

 次に、日程第５、議案第４１号「物品購入契約の締結について」を議

題といたします。 

 細部説明を求めます。 

 中村教育研究所長。 

○中 村 

 教育研究 

 所 長 

  それでは、物品購入契約の締結に当たり、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第２９条の規定に基づく市長への申出につきまして、議

会に提案させていただく予定の契約の内容についてご説明させていただ

きます。 

 では、ページをおめくりください。 

 議会へ提案する議案の案でございます。令和２年度市立中学校普通教

室用プロジェクター等備品（その２）の購入について、次のとおり物品

購入契約を締結したいという内容でございます。 

 １、契約の方法は条件付一般競争入札でございます。２、契約の相手

方は株式会社有隣堂大和営業所、３、契約金額は２，９４４万２，６０

０円、４、納入場所は大和市立つきみ野中学校ほか８校とありますが、
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こちらは市立全中学校ということになります。 

 入札の状況といたしましては、６月５日に公告し、６月２９日に開札

を行ったものでございます。入札の参加者は落札者を入れて２者でござ

います。仮契約を開札日と同日の６月２９日にしております。最終納入

期日は１０月１日を予定しております。 

 では、ページをおめくりください。 

 こちらは令和２年度市立中学校普通教室用プロジェクター等備品一覧

でございます。こちらは中学校３年生の全教室にプロジェクターを整備

し、情報活用能力の育成に必要な環境を整備するものでございます。 

 購入備品一覧Ｎｏ．１、単焦点プロジェクター等とはプロジェクター

本体、壁に取り付けますので壁掛け金具、黒板横で操作できるインター

フェースボックスが含まれております。２番、実物投影機は手元に置い

たものをプロジェクターで黒板に大きく映し出すことができる機能を持

っているものでございます。３番のＩＴカート、こちらが実物投影機や

パソコンを置く台として使うものでありまして、そちらを収納しておけ

るケースでございます。Ｎｏ．４、マグネットスクリーン用台車とある

のですが、こちらは今回はマグネットスクリーン本体のみでございま

す。申し訳ございません。こちらは映像を鮮明に映し出すために黒板に

貼ることができる大きなスクリーンでございます。 

 昨年度は１年生、そしてこの夏に２年生の教室にこちら同様のものを

整備しております。 

 説明は以上でございます。 

 ご審議よろしくお願いいたします。 

○柿 本 

 教育長 

  細部説明が終わりました。 

 質疑、ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

 青䕃委員、お願いいたします。 

○青 䕃 

 委 員 

  納入場所が「大和市つきみ野三丁目５番地１」で、中学校ほか８校と

書いてございまして、次のところに設置場所が書いてございまして大和

市立中学校全校とうたってありまして、何ゆえにこの納入場所が「大和

市つきみ野三丁目５番地１」という、これは納入場所がこういう住所を

明記するという条例がありますか、ご説明いただけますか。 

○柿 本 

 教育長 

  この明記の仕方ということですね。代表の住所だけとかといった、こ

ういうことでいいのか、何かルールがあるのかということでよろしいで

すね。 

○中 村 

 教育研究 

  こちらは契約検査課と共に作っているものでおりまして、こちらの部

分は、なぜ、つきみ野中学校なのかということが私のほうで把握してお
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 所 長 りませんでしたので、確認をしてお伝えしたいと思います。 

○柿 本 

 教育長 

  教育総務課から何かありますか。 

○青 䕃 

 委 員 

  例えば契約のときに何か、私には分からないのですが、約款があっ

て、住所がちゃんと書いてなければ、番地まで書いていないといけない

とか、それとも全校配置なら全校配置の住所がなくて、中学校を代表し

ての１校なのかというのが、法令上、私、分からない。教えてくださ

い。法令上、そういうことがあるのでしょうか。契約条項にそういうこ

とがあったのでしょうか。 

 分からないなら分からないで、次のときにまたお答えいただければ。 

○佐 藤 

 教育総務 

 課 長 

  調べてお答えいたします。申し訳ございません。 

○柿 本 

 教育長 

  後ほどお願いします。 

 ほかにございますか。 

 よろしいですか。 

 それでは、質疑を終結させていただきます。 

 これより、議案第４１号について採決いたします。 

 本件の原案についてご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということで、議案第４１号は可決いたしました。 

 続きまして、日程第６、議案第４２号「物品購入契約の締結につい

て」を議題といたします。 

 細部説明を求めます。 

 中村教育研究所長。 

○中 村 

 教育研究 

 所 長 

  では、続きまして、こちらも物品購入契約の締結に当たり、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく市長への申出

につきまして、議会に提案させていただく予定の契約の内容についてご

説明させていただきます。 

 では、ページをおめくりください。 

 議会へ提案する議案の案でございます。令和２年度ＧＩＧＡスクール

端末等備品の購入について、次のとおり物品購入契約を締結したいとい

う内容でございます。 

 １番、契約の方法は条件付一般競争入札でございます。２番、契約の

相手方は株式会社有隣堂大和営業所、３番、契約金額は１２億２，３５

０万５，７８９円、４番、納入場所は大和市立中央林間小学校ほか３１
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か所とありますが、こちらは市立全小・中学校のほか、４か所というこ

とになります。 

 こちらも記載はないのですが、入札の状況といたしましては７月１０

日に公告し、７月３０日に開札を行ったものでございます。入札の参加

者は１者でございます。仮契約を開札日と同日の７月３０日にしており

ます。最終納入期日は令和３年３月３１日を予定しております。 

 ページをおめくりください。 

 こちらが令和２年度ＧＩＧＡスクール端末等備品購入一覧でございま

す。こちらは国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、市立小・中学校、児

童・生徒一人一人に１台端末を整備し、情報活用能力の育成に必要な環

境を整備するというものに基づく整備でございます。 

 購入備品一覧の１番、学習者用端末はクロームブックという小さなパ

ソコン、端末本体でございます。Ｎｏ．２、映像出力用変換ケーブルは

クロームブックの映像を教室の電子黒板に映し出すためにそれぞれの機

械をつなぐケーブルでございます。 

 申し訳ございません、こちらは「Ｎｏ．４」と書いてありますが、

「３」でございます。アプリケーション（ロイロノートスクール）は学

習を支援するソフトでありまして、また、インターネットに接続する

際、有害サイトにつながらないようフィルタリング機能としても使える

ものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 ご審議、よろしくお願いいたします。 

○柿 本 

 教育長 

  質疑、ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

○青 䕃 

 委 員 

  さっきと同じようにこういう特記があって、恐らく契約するときに全

校ではなく、代表校というのか、そういうことの住所を明記するという

ことがあるのか、私には分かりませんが、例えば大和の中で一番大きい

とか一番古いとか、何かそういうことがあるのですか。 

 何ゆえにこれだけが購入要旨に載っているのか、それだけ恐れ入りま

すが、お調べをいただきたいと思います。 

 ほかについては異議ございません。 

○柿 本 

 教育長 

  ほかの委員の皆様はよろしいですか。 

 どうぞ。 

○小 松 

 委 員 

  確認ですけれども、端末の数ですけれども、これはこの数の詳細とい

うというか、児童数に沿った数なのでしょうか。 

○柿 本   教育研究所長。 
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 教育長 

○中 村 

 教育研究 

 所 長 

  令和２年度の児童数、教員数、あとは転入生、そして非常勤講師な

ど、必要と想定される数を見越したものでございます。 

○柿 本 

 教育長 

  よろしいですか。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 ほかにないようでしたら、質疑を終結させていただきます。 

 これより、議案第４２号について採決いたします。 

 本件の原案についてご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということで、議案第４２号は可決いたしました。 

 次に、日程第７、議案第４３号「工事請負契約の締結について」を議

題といたします。 

 細部説明を求めます。 

 佐藤教育総務課長。 

○佐 藤 

 教育総務 

 課 長 

  議案第４３号「工事請負契約の締結について」でございます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく意

見の申出についてご審議願いたくご提案するものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、案件は市立中央林間小学校増築工

事でございます。その工事請負契約をしたくご審議願うものでございま

す。 

 契約の方法は条件付一般競争入札でございます。契約の相手方は協同

建工株式会社でございます。契約金額は４億３，５６０万円でございま

す。 

 今回の増築工事の理由といたしましては、学区におけます大型マンシ

ョンの施工など児童数の大幅に増加が見込まれるに当たり、教室数が不

足いたしますため、教室確保が必要なことから増築を実施するものでご

ざいます。 

 工事の内容といたしましては、増築棟及び渡り廊下の増築工事と既存

校舎棟の一部の改修工事でございます。増築棟は鉄筋コンクリート造の

４階建てでございまして、普通教室６教室、そして第２職員室、各階へ

のトイレ等の整備を行うものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○柿 本 

 教育長 

  細部説明が終わりました。 

 質疑、ご意見等ございましたらお願いいたします。 
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 よろしいでしょうか。 

 では、採決に入らせていただきます。 

 これより、議案第４３号について採決いたします。 

 本件の原案についてご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということで、議案第４３号は可決いたしました。 

 次に、日程第８、報告第４号「大和市教育委員会の職員の人事異動に

ついて」は、議事運営上、その他の後に審議することといたします。 

 説明員の入替えのため、暫時休憩といたします。 

   

             （休 憩） 

             （再 開） 

○柿 本 

 教育長 

  それでは、再開いたします。 

 ここで、日程を変更し、議案を１件追加させていただきます。 

 日程第９、議案第４４号「物品購入契約の締結について」を議題とい

たします。 

 細部説明を求めます。 

 髙井指導室長。 

○髙 井 

 指導室長 

  物品購入契約の締結に当たり、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第２９条の規定に基づく市長への申出につきまして、議会に提案さ

せていただく予定の契約の内容についてご説明をさせていただきます。 

 ページをおめくりいただき、次のページで説明をさせていただきま

す。 

 議会へ提案する議案の案でございます。令和２年度に市立小・中学校

全校に対してサーモグラフィーカメラ一式を導入するため、次のとおり

物品購入契約の締結をしたいという内容でございます。 

 契約の方法は条件付一般競争入札でございます。契約の相手方は株式

会社ミヤダイ中央社大和支店、契約金額は１，４２５万７，３２０円、

納入場所には大和市立中央林間小学校ほか２７校とありますが、こちら

は市立全小・中学校２８校ということになっております。 

 入札の状況といたしましては、７月２９日に公告し、昨日８月１８日

に開札と仮契約を行ったところでございます。入札の参加者は落札辞退

等を含め８者でございました。議決後、本契約を行い、１０月３１日ま

でに納品をする予定でございます。 

 児童・生徒の体温確認は自宅で検温を基本としておりますが、大和市
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立全小・中学校にサーモグラフィーカメラを整備することで、児童・生

徒の健康状態をよりスピーディーに確認できるため、外部からの感染、

ウイルスを持ち込まない感染対策として非常に効果が高いものと考えら

れます。 

 設置場所につきましては、基本的には児童・生徒の昇降口に設置する

ことを想定しておりますが、移動式のものを購入しているため、必要に

応じて体育館の入り口などに配置し、保護者会で使用したり、正面玄関

に設置し、来客に使用するなど、外部からの感染源を防ぐために必要な

場所で使用していきたいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

 ご審議、よろしくお願いいたします。 

○柿 本 

 教育長 

  細部説明が終わりました。 

 質疑、ご意見等ございましたらお願いいたします。 

 どうぞ、青䕃委員。 

○青 䕃 

 委 員 

  今、ご説明のとおりにその機械があれば、設置場所はどうぞ学校で随

時お考えいただいて。１０月３１日とお伺いいたしましたので、ぜひ一

日も早く設置できるようにミヤダイさんにお願いしたい、いち早く設置

いただきたいなと存じます。よろしくお願いいたします。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 小松委員。 

○小 松 

 委 員 

  これは１校につき１台ですか。 

○柿 本 

 教育長 

  髙井指導室長。 

○髙 井 

 指導室長 

  はい、１校につき１台でございます。 

 

○小 松 

 委 員 

  効果についてですけれども、どうしても昇降口を考えますと、１校に

つき１昇降口ではない学校も多くございますので、そこら辺のところは

効率よく使っていただけるようご検討をお願い致します。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 ほかにご意見等ございますか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、質疑を終結させていただきます。 

 これより、議案第４４号について採決いたします。 

 本件の原案についてご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 
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 異議なしということで、議案第４４号は可決いたしました。 

   

◎その他 

 

○柿 本 

 教育長 

  それでは、その他に入ります。 

 各課での報告事項について、順次報告をお願いします。 

 まず、今回は大和市教育委員会の会議における報告事項に関する申合

せに基づく報告のうち、学期ごとの報告となっております事項につい

て、１学期分の報告がございます。 

 初めに、髙井指導室長。 

○髙 井 

 指導室長 

  令和２年度大和市立小・中学校いじめの認知件数について、ご報告を

いたします。 

 ４月から５月は一斉臨時休業のため、いじめの認知件数はほぼ６月か

ら７月の数となっております。小学校は６学年の合計が１２８件、中学

校は１１件となっております。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止による一斉臨時休業のため、例年

との単純な比較はできませんが、令和元年度の同時期の１学期間では

小・中学校合わせて４５７件となっており、今年度は１学期で小・中学

校合わせて、２か月ではございますが、１３９件となり、例年よりも数

は少ないといえます。 

 これは本格的な学校での活動が始まって日が浅いことや、ソーシャル

ディスタンスを保つために互いの接触を避けて生活していることも１つ

の要因と考えられております。 

 事案の内容では、危険な行為の要求の項目の内容で、小学校でズボン

を下げられた、水をかけられたなどがあり、重篤化につながっていかな

いよう丁寧な指導が必要となります。 

 ネット上での誹謗中傷などの項目では、小・中学校合わせて３件とな

っております。一斉臨時休業中にこのＳＮＳによるトラブルが大変心配

されておりましたが、からかい、悪口や仲間外れ、無視などでもＳＮＳ

がきっかけになったりしますが、今回の３件もＳＮＳで特定の個人に対

し、悪口を流し、孤立させようというものでした。 

 特に学校から見えにくくなりエスカレートしやすいので、教育相談な

どをきっかけに学校に相談しやすい雰囲気をつくっていくことが重要で

あると考えております。 

 続きまして、２ページをご覧ください。 

 指導室におけるいじめ・不登校の相談受理状況になります。小学校で
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はいじめ・不登校ともに４月から７月までの相談はございませんでし

た。一方、中学校はいじめ１件、不登校はなしとなっております。中学

校の１件は学校再開後の７月にＳＴＯＰｉｔにより相談がありました。

友達が悪口を言われていて助けてあげたいが、自分からは言いにくいと

いう内容でした。 

 児童・生徒にいじめの解決方法について様々な選択肢を用意すること

が重要になっていると考えます。今回もその選択肢を選んでもらったこ

とで学校とつなげることができました。 

 以上が報告になります。 

○柿 本 

 教育長 

  説明を続けさせてもらいます。 

 青少年相談室長。 

○新 井 

 青少年 

 相談室長 

  それでは、３ページ、市立小・中学校における不登校児童・生徒数に

ついてご報告いたします。 

 今回の報告につきましては、コロナウイルス感染症対策のために４

月、５月が臨時休校、そして６月が分散登校だったことから４月、５

月、６月の長期欠席者数については算定できませんでした。 

 ７月は夏休み短縮のため、授業日数が増加いたしましたが、中学校の

長期欠席者数につきましては前年度とあまり変わりませんでした。一

方、小学校では長期欠席者数が大きく増加いたしました。新型コロナウ

イルス感染症への不安や飛沫感染予防の目的から投稿を控える判断をし

た児童、保護者が多くいたものと考えております。 

 続きまして、市立小・中学校における児童・生徒の長期欠席になった

きっかけ、様子についてご報告いたします。 

 ４ページをご覧ください。 

 長期欠席になったきっかけは、家庭環境の問題、その他本人に係る状

況が多いものの小学校のその他の学校生活上の影響によるものが増加い

たしました。 

 ７月１日以降の児童・生徒との欠席理由を具体的に調査したところ、

もともと不登校傾向にある児童・生徒に変化はないものの、特に小学校

においては新型コロナウイルス感染症への不安や飛沫感染予防を理由と

した欠席者が多く見受けられました。同様の理由による欠席状況の今後

の推移を注視する必要があると思います。 

 また、コロナウイルス感染症の対応のため、２学期はさらに様々な問

題が出てくることが予想されます。今まで以上に外部機関との連携が必

要と考えております。 

 続きまして、青少年相談室における教育相談の受理状況についてご報
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告いたします。 

 ５ページをご覧ください。 

 今学期は昨年度と比べ、来室相談、電話相談ともに大きく減少いたし

ました。昨年度の３月と同様に臨時休業が原因と考えられます。 

 教育相談につきましては、引き続き性格・行動上の問題、発達障害が

多いものの、６月より不登校による相談も目立ち始めました。内容は腹

痛や吐き気、学習についていけない、昼夜逆転等を原因とするものがあ

り、一部には臨時休校の影響もあったものと考えられます。 

 続きまして、青少年相談室における街頭補導の状況についてご説明い

たします。 

 ６ページをご覧ください。 

 ４月から７月にかけて実施した補導実施回数は６４回で、補導従事者

は延べ１６３人でした。歩道内容は暴走行為等交通違反が１７件、飲

酒・喫煙が４件でした。暴走行為等交通違反については自転車の二人乗

りやスマートフォンを操作しながらの自転車運転、イヤホンをして音楽

を聴きながらの自転車運転が目立ちました。 

 コロナウイルス感染症により、子どもたちの外出が極端に少なくなり

ました。また、外出時においてはマスクを着用している子どもたちが多

く見受けられました。コロナウイルス感染症の影響により、子どもたち

の遊び場所や遊び方が変わってきたように思われます。しっかりと状況

を把握できるよう注視していきます。 

 最後に、教育支援教室のまほろば教室の通室者の状況についてご報告

いたします。 

 ７ページをご覧ください。 

 新型コロナウイルス感染症の影響で通室する児童・生徒がほとんどい

ませんでした。昨年度からの通室生のうち、学年の切替えを機に複数名

の生徒が学校へ登校できています。学校のサポート体制や分散登校の影

響で生徒の中で学校に行きやすいという声が聞こえてきました。 

 体験中の生徒のうち、今後の安定通室につながりそうな生徒は複数名

います。引き続き子どもたちに寄り添いながら、学校と連携して子ども

たちが自信をつけられるようサポートしていきます。 

 説明は以上でございます。 

○柿 本 

 教育長 

  続いて、髙井指導室長。 

 

○髙 井 

 指導室長 

  教育委員会が受けた一斉臨時休業等に関するご意見、お問合せについ

てご説明をさせていただきます。 
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 今回は相談、苦情といったご報告ではなく、一斉臨時休業中から７月

末までにいただきましたご意見、お問合せについて参考資料としてご報

告をさせていただきます。 

 ４月、５月で多かったご意見、お問合せは、学校はいつ始まるのか、

感染が不安なので始めないでほしい、勉強が不安なので始めてほしいと

いう２つの意見に分かれてのご意見があり、どちらかといえば、不安な

ので始めないでほしいという意見が多く見られました。 

 続いて多くあったのは、子どもたちが公園で遊んでいてマスクをして

いない、うるさいなどのお問合せが多く、現場へ出向き、様子を確認し

てまいりました。 

 続いて、下段の６月、７月に寄せられたご意見、お問合せです。 

 その中で多かったのは上から３段目の情報の発信についてでございま

すが、感染者が出た学校名を教えてほしいというお問合せが多くありま

した。 

 新型コロナウイルス感染症、感染の情報発信につきましては児童・生

徒の安全・安心を最優先し、個人情報に配慮しながら正確に情報発信を

していきたいと考えております。 

 報告は以上でございます。 

○柿 本 

 教育長 

  ここまでの報告で何か質疑、ご意見等ございましたらお願いいたしま

す。 

○前 田 

 委 員 

  ３ページ、４ページの関係ですけれども、３ページの年度別・月別長

期欠席者数の推移と４ページの２年度の長期欠席になったきっかけ・様

子、この関連なのですが、先ほど新型コロナの不安とか予防のために登

校を控える保護者、児童が多かったということなのですけれども、４ペ

ージの上の表の中のどこに入るのかをまず教えていただきたい。 

○柿 本 

 教育長 

  新井青少年相談室長。 

○新 井 

 青少年 

 相談室長 

  ４ページの長期欠席になったきっかけというところで、コロナにつき

ましてなんですけれども、７月のその他というところに入っているとい

うことでございます。 

○前 田 

 委 員 

  その他、２つありますけれども、一番右側のですか。 

○新 井 

 青少年 

 相談室長 

  はい、そうです。 

○前 田   ２８ということだと思うのですけれども、結構多い数字かと思います
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 委 員 が、心配なのはまだコロナがよくなるわけじゃないので、今後もこの児

童、保護者に対してやっぱり丁寧な対応が必要になるかと思いまして、

ただ、注視する必要があるとか、それから外部機関との連携が必要だと

ありましたけれども、実際に具体的にこういうふうに声かけしていくと

か保護者へ言い含めてとかということをやっぱりやっていかなければ、

そのままになってしまう。もっとひどくなる可能性もあると思うので

す。だから実際に動かなきゃいけないと思って、意見を言いました。 

○柿 本 

 教育長 

  はい、ありがとうございます。 

 はい、どうぞ。 

○青 䕃 

 委 員 

  前田委員がおっしゃったように、その他という項目を設けるならば、

そこへ明記しなくては。見た者がすぐ分かるようにですから、そういう

ときはそこへ明記することにしましょう。 

 国会では常に代議士が注視するというのだけれども、注視するという

言葉は私たちの中ではやめましょう。我々は今、前田委員がおっしゃっ

たように何をすべきかということを具体的に考えてみましょう。 

 そうしないと、子どもたちが一生懸命、情報発信をしているのにただ

見ていたというのでは申し訳ないので、手を差し伸べるという姿勢を多

く設けましょう。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 森園委員、どうぞ。 

○森 園 

 委 員 

  今、青䕃委員がおっしゃったこととほぼ同じですけれども、具体的

に、例えばこの家庭の事情とそれから本人の理由でという部分がありま

すけれども、その他様々な問題を抱えてというような説明があったので

すけれども、やっぱり様々な問題を抱えたという、その様々な問題はや

っぱり具体的に、例えばこういうことを１、２、３とそんな、具体的に

この表とともに書いていただくと、もっと解決の方法が確実に見えてく

るかなと思って、意見を申し上げさせていただきました。 

○柿 本 

 教育長 

  はい、分かりました。ありがとうございます。 

 その他も３つありますので、また表記も考えていきたいと思っており

ます。 

 どうぞ、小松委員。 

○小 松 

 委 員 

  いじめのところで、これも毎回毎回、いじめの話になると出てくるの

がＳＮＳのところですけれども、ここに、学校には見えにくいという。

学校だけじゃないですよね。本当は、学校はもちろんそうだけれども、

保護者でさえもやっぱり見えにくい。それで今、社会を見てみますと、

ＳＮＳでのやっぱり誹謗中傷でということも今、大きな話題になってき



44 

ています。 

 それで大和市はＳＴＯＰｉｔを取り入れていますが、どうしてもここ

のところが実際問題、伸び悩んでいるのは確実だと思います。お金をか

けているので利用率をもっと上げていかなければいけないし、もしかし

たら政府のコロナのアプリと一緒なのかと思ってしまったりするのです

けれども、何とかやっぱり少しでも、幸い、ＳＴＯＰｉｔがあるので、

そこをもう少し利用できるような形を何か考えていけないかなと。 

 今度、ＧＩＧＡスクールの端末が１人１台で、そこにもやっぱりとい

うことで出てきてはいるので、子どもたちの目にはつきやすいものにな

ってくるかとは思うんですが、何とかここをうまく利用して、要するに

学校に行けなかった期間、家庭の中で過ごすことがやはり多くなってい

る、そうなったときに恐らく多分見えない何か、こんな３件どころの話

ではなくて、多くのことが起こっていると思います。なので、本当に親

ですら分からないこともたくさんあるので、なかなか難しいとは思うの

ですけれども、何とかうまくつなげていけるような体制をこれから本当

に組んでいかないと、大きな事件が起こってからではやはり遅いと思い

ます。 

 でも本当に社会では、大人の方でそれが原因でということも起こって

いますので、ここは本当に真剣にこれからどうしていくのかというとこ

ろをしっかりと考えていかなければいけないと思いますので、ぜひよろ

しくお願いします。 

○青 䕃 

 委 員 

  無関心というのが今、世の中の最も関心がある部分だと思う。無関

心、自分さえよければいい、人は関係ないよというようなこと、大人が

そうなっていっている。したがって、これが子どもにいきます。 

 ここを学校側が無関心ということは悪いことだと、やっぱり人が悩ん

でいたりするときに、そこを教育していきましょうよ。無関心というこ

とは非常に悪いことなんだと。常に自分の周りや弱った子たちに何らか

の手をかすということは美徳なんだということを啓蒙していきたいと思

います。そうでないと、社会はよくなりません。 

 大人に求めても何もならない。大人というものは損得で動くのですか

ら、子どもたちは無関心ということは悪いことなんだ。しかも、そうい

うことに対して反応して子どもたちを救ってあげる。１人、どなたか存

じませんが、こういうことがあったら、分からないように呼んであげ

て、あなたの行為は美徳なんだということを教えてあげてください。そ

れが先に結びつくと思います。無関心ということは悪いことなんだとい

うことをやっぱり教育の柱としていきたいと、そのように思いました。
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よろしくお願いします。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございます。 

 また、ＳＴＯＰｉｔの活用もＧＩＧＡスクールの中で伸ばしていきた

いなと思っております。 

 続きまして、報告がもう一つございます。 

 令和元年度放課後寺子屋やまと事業及び授業力支援の実施状況につい

てを報告させていただきます。 

 髙井指導室長。 

○髙 井 

 指導室長 

  放課後寺子屋やまと事業及び授業力支援の実施状況についてでござい

ます。 

 初めに、放課後寺子屋やまと開催日数及び参加人数についてです。小

学校、中学校ともに３月が新型コロナウイルス感染拡大防止による一斉

臨時休業のため開催ができず、全体として開催日数、参加人数ともに少

なくなっております。 

 さらに小学校寺子屋に関しましては昨年度６月に相模原市コンビニ強

盗犯や愛川町の逃亡犯など、放課後の寺子屋が開催できないことが続き

ました。そのことも開催日数や参加人数に影響がありました。中学校の

寺子屋に大きな影響は見られませんでしたが、安全・安心の確保を最優

先とし、これからも開催してまいります。 

 小学校の授業力支援の実施状況に関しましては、経験の浅い教員から

寺子屋コーディネーターへ教材づくりや授業計画など学級経営に関する

相談が増えてきており、教員自ら授業を見てほしいと要望することも増

えております。 

 しかしながら助言指導の回数が減っていることに関しましては、教員の

放課後の時間確保が難しくなっており、書面でのやりとりが増えているこ

とにあります。寺子屋コーディネーターが授業での助言内容を書いて、文

書で渡しております。忙しい中にもできるだけ直接、話をする機会をつく

っていければと考えております。 

 参考ではございますが、今年度からは指導室におきまして、放課後寺子

屋やまと事業には放課後子ども教室が加わっております。 

 報告は以上になります。 

○柿 本 

 教育長 

  ただいまの報告に関しまして、何かございますでしょうか。 

 どうぞ、前田委員。 

○前 田 

 委 員 

  最後の授業力支援のところですけれども、先生方が忙しいのは分かる

んですが、書面でこうしたほうがいいですよとか書かれて、それを読む

よりも、何分でもいい、二、三分でもいいので、直接、顔を合わせて目
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と目を見ながら指導を受けたほうが全然、身につくんじゃないかと思う

ので、忙しいのは分かるけれども、できるだけそういう方向で進むよう

にしてほしいなと思います。 

○柿 本 

 教育長 

  ありがとうございました。 

 ほかはよろしいでしょうか。 

 それでは、報告を終わらせていただきます。 

 事務局より何かございますか。 

 委員の皆様から何か。 

   （「ございません」の声あり） 

 特にないようでしたら、９月の会議の日程をお知らせいたします。 

 ９月定例会は９月２９日火曜日、午前１０時からを予定しておりま

す。 

 続きまして、日程第８、報告第４号「大和市教育委員会の職員の人事

異動について」ですが、非公開とすべき人事案件として審議を非公開と

したいと思います。 

 ご異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 異議なしということですので、日程第８、報告第４号は非公開といた

します。 

 関係者以外の退室をお願いいたします。なお、関係者として教育部

長、教育総務課長を指定します。 

 暫時休憩といたします。 

   

（休 憩） 

     

（非公開の審議） 

   

◎閉  会 

 

○柿 本 

 教育長 

  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて、教育委員会８月定例会を閉会いたします。 

 

閉会 午後０時１５分

 


